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後
の
行
言
ミ
新
組

・
九
月
十
日

　

機
関
誌
「
た
ん
ち
ょ
う
」
臨
時
号
発
行

一
九
月
三
十
日

　

難
病
連
理
事
会
・
札
幌

・
一
十
月
五
日

　

年
賀
・
喪
中
活
動
の
見
本
帳
完
成
・
取
り
組

　

み
開
始

・
十
月
七
日

　

全
困
一
斉
腎
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
釧
路

・
十
月
十
日

　

機
関
誌
「
た
ん
ち
ょ
う
」
発
行

・
十
月
十
三
一
十
四
日

　

釧
腎
会
一
泊
旅
行
・
養
老
牛
温
泉

・
十
月
十
三
日

　

道
腎
協
運
営
委
員
会
・
叱
幌

｜

釧
腎
会
会
長
・
上

　

田

弘

－１－

　

今
や
「
実
り
の
秋
」
「
果
樹
が
美
味
し
い
’
一
時
期
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
各
団
体

で
は
冬
将
軍
を
前
に
各
種
活
動
が
活
発
と
な
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
。
今
年
の
こ
れ
か

ら
の
関
係
す
る
活
動
・
行
事
を
列
記
し
て
み
ま
し
た
、

・
十
月
十
九
一
二
十
日

　

釧
路
市
健
康
ま
つ
・
り

・
十
月
二
七
・
二
八
日

　

遵
腎
協
幹
事
会
・
交
流
会
・
札
幌

・
十
月
二
八
日

　

難
病
連
釧
路
支
部
レ
ク
リ
ェ
シ
ョ
い
／
・
茅
沼

・
十
一
月
一
日

　

年
賀
ハ
ガ
キ
発
売

・
十
一
月
四
日

　

釧
腎
会
秋
の
会
き

　

ペ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
医
療
講
演
会
・
釧
路

・
十
一
月
二
五
日

　

バ
ー
ジ
ャ
ー
病
道
東
支
部
設
立
総
会
・
釧
路

・
‐
二
月
十
日

　

機
関
誌
「
た
ん
ち
ょ
う
」
発
行

　

現
在
掌
握
し
て
い
る
分
は
、
以
上
の
と
お
り

で
す
が
、
簡
単
に
行
事
の
内
容
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

-

Ｉ
ｊ
‐

　

年
賀
状
の
見
本
幌
が
完
成
し
ま
す
。
今
年
は

腎
友
会
に
注
文
し
て
下
さ
っ
た
方
々
に
、
腎
友

会
に
つ
い
て
理
解
を
し
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に

今
年
の
。
年
賀
・
喪
中
ハ
ガ
キ
の
印
刷
の
お
願
い

を
、
機
閲
誌
「
た
ん
ち
ょ
う
」
の
臨
時
号
を
発

行
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
。
取
り
組
み
の
細
部
に

つ
い
て
は
、
後
日
事
務
連
絡
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
が
、
会
員
各
位
の
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
な
お
、
今
年
の
年
賀
状
の
発
売
は

十
一
月
一
日
か
ら
で
す
。
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腎
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
例
年
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
あ
り
、
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
は
次
の
三
つ
を
目
標
と
し
て
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

①
啓
一
活
動
だ
け
で
な
く
、
実
質
的
な
バ
ン
ク

　

登
録
を
目
指
す
。

②
関
係
団
体
と
協
力
し
て
進
め
る
。

③
家
族
登
録
を
進
め
る
。

　

な
お
、
平
成
二
年
六
月
現
在
の
北
海
道
で
の

腎
提
供
登
録
者
数
は
Ｉ
〇
、
九
六
四
名
で
、
ま

た
腎
移
植
希
望
者
数
は
三
八
九
名
と
な
っ
て
い

ま
す
『
。

り）

　

釧
路
市
健
康
ま
つ
り
は
、
毎
年
「
腎
コ
ー
ナ

ー
’
一
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
、
腎
友
会
役
員
に

よ
る
「
啓
蒙
活
動
に
と
「
ド
ナ
ー
拡
大
し
を
目

指
し
参
加
し
て
い
ま
す
。
難
病
連
釧
路
支
部
で

も
「
患
者
相
談
会
」
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

釧
腎
会
の
秋
の
会
合
は
川
北
町
の
「
身
障
セ

ン
タ
ー
」
で
午
前
中
に
行
わ
れ
、
既
に
申
請
済

み
の
通
院
交
通
費
の
支
給
と
各
種
の
打
ち
合
せ

を
行
い
ま
す
。

　

午
後
か
ら
は
同
じ
会
場
で
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
の
医
療
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
講
師
に
札

幌
・
北
祐
会
神
経
内
科
病
院
・
浜
田
院
長
を
む

か
え
、
「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
治
療
と
日
常
生

活
」
に
つ
い
て
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
ど
う
ぞ
午
後
の
医
療
講
演
会

に
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

バ
ー
ジ
ャ
ー
病
の
道
東
地
区
を
ま
と
め
た
組

織
が
十
一
月
二
五
日
に
福
祉
会
館
に
て
結
成
総

会
が
行
わ
れ
ま
す
。
組
織
人
員
は
ま
だ
少
な
い

よ
う
で
す
が
、
今
後
の
活
発
な
活
動
を
期
待
し

た
い
も
の
で
す
。

　

十
月
二
八
日
の
道
腎
協
交
流
会
で
は
、
講
演

会
が
あ
り
ま
す
。
講
師
は
を
島

　

斎
（
作
家
）

氏
で
。
演
題
は
「
日
本
人
の
物
差
し
、
外
国
人

の
物
差
し
」
で
す
。
会
員
の
方
で
参
加
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
各
病
院
の
役
員
ま
で
申
し
出
て

下
さ
い
。
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名
か
一
緒
に
参
加
す
る

予
定
で
す
。

　

釦
腎
会
の
一
泊
旅
行
は
、
市
役
所
の
福
祉
バ

ス
を
利
用
し
て
、
中
標
津
の
養
老
牛
温
泉
に
行

き
ま
す
。
道
東
地
区
の
交
流
会
は
秋
に
は
実
施

さ
れ
ま
せ
ん
が
、
根
室
地
方
腎
友
会
の
方
が
何

心

千回こ
丿健f

　

休
む
暇
な
く
各
種
の
行
事
や
活
動
が
計
画
さ

れ
、
さ
ら
に
重
複
し
て
計
画
の
日
も
あ
ｈ
‘
ま
す
。

　

体
調
に
充
分
気
を
付
け
て
、
計
画
性
を
も
っ

て
今
後
の
行
事
・
活
動
に
参
加
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
阿
寒
の
「
赤
い
ベ
レ
ー
」
で
行
っ
た
、

難
病
連
釧
路
支
部
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
は
、

今
年
は
茅
沼
温
泉
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

他
の
病
気
の
方
々
と
交
流
す
る
良
い
機
会
だ
と

思
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
参
加
し
て
み
て
は

如
何
で
し
ょ
う
か
ご
千
人
以
上
に
な
る
と
茅

沼
温
泉
で
バ
ス
の
送
迎
が
あ
る
よ
う
で
す
。
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ジ
ー
グ
レ
ー
ス
に
乗
船
し
て
木
り

　

ａ
（
市
。
・
ａ
）

　

九
月
二
日
、
市
立
病
院
独
自
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
、
シ
ー
グ
レ
ー
ス
号
に
乗
り
、

霧
多
布
ま
で
行
く
予
定
だ
っ
た
。
人
数
も
思
っ

た
よ
り
集
ま
り
、
い
ざ
乗
船
の
時
間
に
近
づ
い

て
く
る
と
、
何
と
い
う
事
か
今
日
は
波
が
高
い

の
で
霧
多
布
ま
で
は
無
理
で
、
せ
い
ぜ
い
法
両
‥

一
周
以
外
は
船
は
出
せ
な
い
と
い
う
事
に
な
っ

た
。

　

何
せ
急
な
事
な
の
で
集
ま
っ
た
人
に
は
了
解

を
求
め
一
度
集
め
た
お
金
も
安
く
な
っ
た
分
を

返
し
、
ど
ん
よ
り
曇
っ
た
空
の
中
を
出
発
し
た
。

　

乗
船
し
た
当
初
は
珍
し
さ
も
あ
り
、
船
も
ゆ

れ
な
か
っ
た
の
で
部
屋
の
中
か
ら
外
に
出
た
り
、

歩
き
回
っ
て
い
た
が
、
そ
の
う
ち
に
波
が
荒
く

な
り
、
船
の
中
も
歩
け
な
く
な
る
と
な
ん
と
な

く
気
分
も
す
ぐ
れ
ず
私
は
席
を
立
つ
事
も
昼
食

を
食
べ
る
事
も
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

他
の
人
々
は
幸
い
に
も
船
酔
し
た
人
も
目
に

入
ら
な
か
っ
た
の
で
本
当
に
良
か
っ
た
と
田
や
っ
。

ｌ。｜

あ
ら
か
じ
め
病
院
か
ら
出
し
て
も
ら
っ
た
酔
い

止
め
の
薬
を
全
員
に
配
布
し
た
の
で
良
か
っ
た

の
か
も
知
れ
な
り

　

あ
の
様
な
天
候
で
は
、
四
時
間
か
か
っ
て
霧

多
布
を
回
る
よ
り
、
二
時
閻
で
港
内
一
周
が
丁

度
良
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

お
弁
当
を
食
ｊ
お
や
つ
も
あ
た
っ
て
、
船

の
中
で
は
飲
物
も
売
っ
て
お
り
、
船
も
新
し
く

て
き
れ
い
だ
っ
た
し
、
皆
に
喜
ば
れ
れ
ば
言
う

こ
と
は
な
い
。

　

私
か
一
番
嬉
し
か
っ
た
の
は
、
今
ま
で
何
処

に
も
出
た
こ
と
の
な
い
大
嶽
さ
ん
と
南
さ
ん
が

出
て
来
た
事
だ
。
大
’
嶽
さ
ん
は
ツ
エ
を
つ
き
な

が
ら
、
南
さ
ん
は
退
院
問
も
な
い
身
で
あ
o
な

が
ら
で
あ
る
。

　

今
後
も
こ
の
様
な
催
し
も
の
に
一
人
で
も
新

し
い
人
が
参
加
し
て
く
れ
る
よ
う
、
私
達
も
プ

ラ
ン
を
良
く
考
え
て
、
少
し
で
も
皆
に
喜
ば
れ

る
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

シ
ー
グ
レ
ー
ス
乗
船
記

奈
良
達
也
（
四
五
才
）
（
市
立
病
院
）
透
析
歴
五
ヶ
月

　

九
月
二
日
「
日
曜
日
「
我
ら
市
立
病
院
ク

ル
ー
プ
は
、
佐
藤
信
洋
幹
事
が
絶
対
の
自
信
を

持
っ
て
企
画
立
案
し
た
、
遊
覧
船
「
シ
ー
グ
レ

１
ス
』
に
よ
る
霧
多
布
周
遊
レ
ク
に
集
合
し
た

が
…
・
・
。

　

ま
ず
最
初
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
は
コ
ー
ス
の
変
更

"



で
あ
っ
た
。
当
日
は
高
波
の
た
め
西
港
周
遊
と

な
り
。
従
っ
て
時
間
も
予
定
の
半
分
ご
蒔
間

に
短
縮
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
の
中

は
賛
合
両
論
で
あ
っ
た
が
、
私
は
正
直
言
っ
て

ホ
ッ
と
し
た
。
も
と
も
と
霧
多
布
で
あ
ろ
う
が

西
港
で
あ
ろ
・
つ
が
、
た
だ
の
船
で
あ
る
。
短
い

に
越
し
た
事
は
な
い
と
い
う
の
が
私
の
本
音
で

あ
っ
た
。

　

さ
て
間
も
な
く
出
航
し
た
船
は
、
穏
や
か
に

我
ら
を
運
び
、
船
内
も
ま
た
な
ご
や
か
な
一
瞬

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
つ
か
の
間
の
安

ら
ぎ
で
も
あ
っ
た
。
突
然
、
船
は
激
し
く
ロ
ー

リ
ン
グ
を
始
め
、
船
内
の
我
ら
は
も
ち
ろ
ん
、

他
の
客
も
含
め
騒
然
と
な
っ
た
ご
則
方
を
見
て

勇

　

釧
路
市
立
病
院
の
院
長
で
あ
る
伊
藤
勇
市
先

生
が
七
月
い
っ
ぱ
い
で
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
院

長
先
生
と
同
時
に
我
々
の
主
治
医
『
。
そ
し
て
長

い
間
お
世
話
に
な
り
、
透
析
に
よ
り
生
命
を
よ

み
が
え
し
て
戴
い
た
思
い
は
皆
同
じ
だ
と
思
い

ま
す
。

　

何
一
つ
お
返
し
も
出
来
ず
お
別
れ
す
る
事
に

い
た
私
は
、
テ
レ
ビ
の
場
面
で
見
た
事
の
あ
る

よ
う
な
船
首
が
グ
ー
ン
と
下
が
っ
て
い
く
あ
り

さ
ま
に
恐
怖
を
覚
え
、
そ
れ
を
他
人
に
悟
ら
れ

な
い
よ
う
、
落
ち
若
い
た
素
振
り
の
見
栄
を
は

る
事
に
務
め
た
。
そ
の
時
、
一
緒
に
連
れ
て
行

っ
た
小
学
五
年
生
の
息
子
が
前
席
か
ら
振
り
返

り
「
パ
パ
^
　
I
の
船
、
本
当
に
大
丈
夫
な
の
」
。

聞
か
れ
た
私
は
無
言
で
、
た
だ
う
み
矛
く
の
が

勢
｝
杯
で
あ
っ
た
。
佐
藤
幹
事
は
既
に
そ
の
役

務
を
自
ら
放
棄
し
て
い
た
。
日
頃
は
佐
藤
氏
の

り
Ｉ
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
心
か
ら
敬
服
し
て
い
る
が
、

い
か
ん
せ
ん
肉
体
の
弱
さ
に
は
さ
す
が
の
佐
藤

氏
も
ど
う
し
ょ
う
も
な
く
、
こ
れ
も
ま
た
私
は

心
か
ら
同
情
す
る
。

こｊｌ

　

そ
ん
な
訳
で
、
洋
上
の
ロ
マ
ン
を
求
め
た
イ

メ
ー
ジ
は
散
々
た
る
結
末
を
迎
え
た
が
、
そ
れ

は
そ
れ
、
我
ら
も
あ
の
「
シ
ー
グ
レ
ー
ス
」
の

様
に
こ
れ
か
ら
の
波
乱
万
丈
の
人
生
を
雄
々
乗

り
切
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事

を
教
え
ら
れ
た
・
・
・
・
。

　

私
だ
け
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
、
素
啼
ら
し

い
レ
ク
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
佐
藤

さ
ん
今
後
も
よ
ろ
し
く
・
…
。

膳
闇
闇
ｊ
・
ｊ
Ｊ
ｊ

な
っ
た
事
に
心
残
り
で
も
あ
り
ま
す
。

　

私
達
腎
友
会
で
は
市
立
病
院
の
有
志
か
ら
集

め
た
お
金
で
花
束
と
ラ
イ
タ
ー
を
買
い
、
寄
書

き
を
持
っ
て
佐
藤
信
洋
氏
と
私
、
木
村
俊
が

代
表
で
伊
藤
先
生
の
家
を
訪
問
し
ま
し
た
。
先

生
は
少
し
赤
い
顔
を
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、

と
て
も
喜
ば
れ
皆
さ
ん
に
く
れ
ぐ
れ
も
宜
し
く

と
の
事
で
し
た
。

　

退
職
後
の
生
活
は
、
北
海
道
新
聞
に
載
り
ま

し
た
の
で
、
皆
さ
ん
も
よ
く
御
承
知
だ
と
思
い

ま
す
が
、
一
丁
三
ヶ
月
は
奥
様
と
旅
行
等
を
し

て
、
身
体
を
充
分
休
め
。
、
そ
の
後
ボ
ツ
ボ
ツ
と

民
間
の
病
院
に
動
め
る
と
の
事
で
す
の
で
、
ま

た
ど
こ
か
で
再
会
出
来
る
事
で
し
ょ
う
。

－４－
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晴天の寓意ということばがありますが、今回の忠村さんの突然の訃報がまさにそれでした。

　

２・３日前まであれほど元気にしていた忠村さんがもうこの世の人ではないなんて信じら

れない気持ちでした。でも、忠村さんの自宅で安らかに眠っているその姿を見て、いやでも

納得させられたのでした。体中の力が抜けてしまい、何も考えられなくなってしまいました。

　

葬儀の後、数日間はとても寂しい気持ちで遇ごしました。

　

ぼくが忠村さんと初めてあったのは、透析に入ったばかりの昭和５７年の新年会の時でし

た。その時の第一印象は『鋭い目をした人だなあ。』ということでした。気安く話しかけた

なら怒られそうな雰囲気を持っておられました。ところが、話しかけてみると以外に気さく

で兄貴のような人だというごとがわかりました。

　

その後、ぼくが林田クリニックに移ってからは心電図、胸部写真を撮ってもらったのを始

め、いろいろな面でお世話になりました。人あたりがさっぱりしているので話をしても楽し

く、冗談をいっては笑わせてくれたものです。

　

また、腎友会では役員を快く引き受けてくれて会員のために一生懸命やっておられました。

　

役員会のなかでの発言はキッパリとしていて、ほかの役員が迷っていると正しい方向を示

してくれました。細かいことにこだわらず、大きな視点で物事を半晰する人でした。

　

会報Fたんちょう」の編集作業も人が集まらないときでも一人で印刷を引き受けてやって

くれたことも度々でした。そのことで愚痴を言うわけでもなく、淡々としておられました。

　

僕には真似のできないことでした。一緒に作業をしていた東さんや金井さんにとって、ロ

では表現できないほど辛い出来事だったと思います。

　

でも、いつまでも悲しんでばかりいると「何やってんだ。」と忠村さんに叱られるので元

気を出していかなけれlfなりません。

　

私たち透析患者は気をつけていても、病気のほうは容赦してくれません。今まで以上に自

己管理に努め、長生きするように頑張りましょう。

　

忠村さんのご冥福を心からお祈り致します。

事務局長

　

橋本

　

巌

－５－



　

今
日
紹
介
す
る
お
店
は
、
カ
フ
ェ
＆
レ
ス
ト

ラ
ン
^
｛
i
n
-
由
時
舘
J
（
じ
ゆ
う
じ
か
ん
）
で
す
。

　

お
店
の
営
業
は
Ｉ
〇
年
以
上
に
な
り
、
マ
ス

タ
ー
・
コ
ッ
ク
さ
ん
か
お
り
、
良
く
出
る
お
す

す
め
メ
ニ
ュ
ー
は
、
ド
リ
ヤ
ー
ビ
ザ
な
ど
。
ま

た
カ
ク
テ
ル
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　

店
内
は
落
ち
着
い
た
咸
官
し
で
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
が
流

れ
て
お
り
、
ゆ
っ
た
り
く
つ
ろ
げ
ま
す
。

　

夕
方
か
ら
は
Ｏ
Ｌ
な
ど
若
い
人
達
が
多
い
そ

う
で
す
。

・／

　

カ
ウ
ン
タ
ー
五
席
ゴ
ア
ー
プ
ル
は
四
〇
席
ぐ

ら
い
あ
り
、
夜
に
な
る
と
店
の
カ
ン
バ
ン
に
ネ

オ
ン
が
つ
き
、
な
か
な
か
ス
テ
キ
で
す
。

　

定
休
日
は
第
丁
三
の
月
曜
日
で
、
営
業
時

間
は
、
午
前
】
○
時
か
ら
深
夜
一
時
ま
で
の
一

五
時
間
で
す
。
店
の
裏
に
は
駐
車
場
も
用
意
し

て
あ
り
ま
す
≒

・Ｊ

　

今
年
度
の
十
年
表
彰
者
は
、
透
析
開
始

が
昭
和
五
十
四
年
十
一
月
二
十
七
日
？
昭

和
五
十
五
年
十
一
月
二
土
八
日
ま
で
の
方

で
次
の
通
り
で
す
。

坂
本

　

光
子
（
市
）
五
五
・

　

一
』
二
三

藤
原

　

一
文
（
協
）
五
五
・

　

二
・
二
〇

斉
藤

　

昭
作
（
林
）
五
五
・
二
Ｉ
二
七

渡
辺

　

喜
久
（
林
）
五
五
・

　

三
一

　

四

高
野
美
智
子
（
厚
）
五
五
・

　

三
・
十
一

菊
池
は
つ
え
（
協
）
五
五
・

　

三
・
十
七

長
岡

　

久
雄
（
林
）
五
五
・

　

三
・
二
五

大
友

　

元
次
（
林
）
五
五
・

　

四
｝
一

長
屋
と
志
７
　
（
市
）
五
五
・

　

六
一
十
七

木
口
八
重
子
（
林
）
五
五
・

　

七
・
二
九

酒
井

　

健
一
（
林
）
五
五
・
十
Ｔ
二
Ｉ

　

以
上
、
十
一
名
の
方
々
で
す
。

　

な
お
、
今
年
度
の
十
年
表
彰
に
該
当
洩

れ
の
方
（
会
員
）
が
居
り
ま
し
た
ら
、
至

急
各
病
院
の
役
員
に
連
絡
下
さ
い
、

６－-



丿

・・

この記事は、市立病院で透析を受

けている稲岡良子さんが、とても

良い記事なので、皆さんに読んで

ほしいと云う事で寄稿されたもの

　
　
　

多
賀
城
市
白
石

　

永

　
　
　
　
　
　
　

（
学
生
温
）

　

父
が
腎
不
全
で
倒
れ
た
の
は
昨
年

の
七
月
。
そ
れ
以
来
ず
っ
と
人
工
透

析
を
続
け
、
身
ｓ
者
と
し
て
余
生
を

歩
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

ｍ
析
に
は
一
回
四
時
間
ほ
ど
か
か

る
た
め
、
遍
に
三
回
は
午
巻
蒔
罰

に
ｓ
湯
か
娠
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
ｓ
湯
で
は
肩
身
の

狭
い
思
い
を
ず
る
よ
う
に
な
り
ま
し

＊
i
。
そ
れ
ぱ
か
り
で
な
く
、
透
析
･
ｒ
ｔ

食
生
唇
を
始
め
椴
た
な
面
で
父
の
生

8
5
＊
胴
Ｉ
Ｐ
ま
し
た
'
ｔ
ｔ
山
の
輝
味

も
断
た
れ
ま
し
た
。

ま
し
た
。
透
析
の
生
洒
が
父
の
肉
体

を
弱
ら
せ
、
人
の
二
偶
以
上
の
蒔
間

が
か
か
り
ま
し
た
が
、
日
本
第
二
位

の
頂
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
の
で

病押して登頂

父の姿に感動

兌

。
そ
の
後
、

へ
向
か
い
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
つ
い

に
北
岳
を
爾
碩
し

　

今
回
の
聚
山
の
成
功
は
、
夢
を
抱

き
、
夢
の
爽
現
に
向
か
っ
て
生
吝
よ

う
と
し
た
父
の
姿
勢
に
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
父
は
ｇ
嘴
す
■
H
J
g
b
!
'
透

析
＼
I
-
Ｈ
手
に
つ
孝
曾
う
生
き
万
ｂ
ｃ

ｏ
番
え
た
の
で
す
。
父
の
再
起
が
、

家
庭
の
鷲
陳
一
気
を
一
層
明
る
く
し
ま

し
た
。

山
に
近
い
甲
府
市
さ
せ
、
ひ
と
き
わ
大
今
気
え
ま
し

内
で
透
析
で
き
る
た
。
ま
た
、
間
行
し
た
T
＆
の
娶
も

許
可
が
お
り
た
こ
決
し
て
小
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

と
で
一
気
に
央
現
た
。

　

そ
ん
な
父
が
爾
ア
ル
プ
ス
の
最
高

峰
、
廿
揖
に
蕉
る
叶
面
を
た
て
、
毎

朝
ラ
ン
ニ
ン
グ
そ
聊
け
て
皐
蜘
し
ま

す
。
山
頂
を
下
る
時
、
父
は
泣
い
て

い
ま
し
た
。
そ
の
娶
は
、
父
の
乖
勣

と
苦
労
が
い
か
に
大
き
い
か
を
実
葛

細かヽ機iｒ以乃;ｊﾌＪ’

　

お気軽1源な桔ｔ下心
お持ちして密リま笥．

何んでも謳ｉ

先生の横顔

はやしだ

林田 紀和（50歳）

林田クリニック院長

昭和５４年７月１日開院

○出身地

　

釧路市

○出身校

旭小学校・北中学校一江南高校

北海道大学医学部

○趣

　

味

ゴルフ・映画鑑賞・勉強

○生活信条・好きな言葉

　

｢鬼手仏心．

○患者・腎友会ヘー言

7努力と継統は力なりＪ

現在、リンとβ２・ミクログロブリン

が毒素として注目されていますが、こ

れらは１０年位の長い年月を経て毒素

の作用が顕著になるという慢性の毒素

と考えて良いと思います。

しかしバ水分塩分jは最悪の毒素であ

り、これは現在の死因の７０％を占め

る急性の毒素と思います。いくらダイ

アライザーや機器が発達しても、現在

以上に「水分塩分」の制限は緩められ

ないと思います。これは、自分が気を

付ければ幾らでも低く抑えられます。

しかし、β２・ミクログロブリンは現

在のところ、患者さん自身が気をつけ

てもどうにもならないものです。

　　　　　　　　　　　　　　　　

－
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曙
ｌ
ｌ
シ
ネ
ス

ク
ロ
ス
ワ

ー
ド

　

圏

－

　

俯
き
方
．
’

　

各
マ
ス
に
カ
タ
カ
ナ
を
一
文
字
ず
つ

入
れ
て
く
だ
さ
い
。
最
後
に
ロ
ー
マ
孚

の
あ
る
マ
ス
の
七
文
字
を
Ａ
Ｂ
Ｃ
順
に

つ
な
ぐ
と
、
答
え
の
言
葉
が
で
き
ま
す
。

昌
―

　

‐
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ペ
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ペ
コ
し
て

い
ま
す
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八
月
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ー
ク
イ
ズ
の
答
え

【
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
一
で
し
勺

今
回
の
応
募
者
は
二
六
名
で
し
た
。

抽
送
で
一
次
ゐ
ト
ー
七
両
方
に
記
念
品
か
帚
し
上
げ
Ｉ
三
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－
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○正解・当選発表は１２月号で

○締切は、１１月１５日（木）必着
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！･心に.-r －’

↓・
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ｈ
朗
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１
　
　
タ
デ
ー
螢
叩

　
　
　
　
　

～
田

①
降
夢
、
お
れ
の
Ｉ
Ｉ
だ
。

ｏ
百
獣
の
三
で
７
．

９
大
丼
、
カ
ツ
丼
な
ど
も
あ
る
ａ
-

ｓ
>
人
間
は
！
t
＜
る
Ｉ
で
あ
る
。

⑤
ソ
ー
ツ
と
可
る
見
世
物
小
一
。

⑦
ｚ
リ
ン
ピ
ツ
ク
で
鰐
本
も
上
げ
t
ｙ

　

い
日
の
丸
の
Ｉ
。

⑤
根
気
が
網
刀
な
く
な
っ
て
降
参
。

９
鬘
石
の
重
き
の
単
位
。

○
目
隠
し
を
し
て
＆
Ｋ
)
ｆ
ｔ
(
ｎ
面
日
い

　

の
で
k
>
よ
。

＠
約
一
＝
十
日
瑚
を
い
い
i
6
t
>
。

○
正
し
い
ｍ
ｗ
ｕ
つ
く
し
る
し
。
・

Ｒ
[
Ｄ
Ｗ
の
フ
ロ
男
≫
Ｕ
＼
Ｐ
一
羽
い
る

　

ト
リ
で
す
。

＠
そ
の
灘
に
詳
し
い
人
。

＠
一
の
Ｂ
-
の
さ
i
6
V
]
ｆ
ｃ
≪
Ｂ
具
。

－８－
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マ
＠オリンピックの人気種目、女

　

子のもありま17.

＠゛篁んで可Jの色.

ｅａ罵のかけつこで17.

＠食卓に出てくる柵長い希。

○相撲部屋のｌｔ⊃一チ役を

　

つとめる人。

○埓玉、干葉など。東京や大阪

　

は違います｡

RE≫―にして人を呑む。

⑩゛君といつ寥でも」といえぱ

　

一疸三。

OBWHの三つのう５のrＨ」

　

です｡

○風周で逮が荒れること。

９力まぽこもi5トトなの？

⑩マージャンなどではｰのな

　

い日はどうしても晒てない。

０円舞曲です。

＠むざわ５帽子のは大きい。

０●3には、万一の場合にご興えて

　

尼員分の一一が用康さｎてい

　

る。

g･沁障害者福祉･ご．７－内

沢乱七二７友三耳輦芹ごて

答二
‐

病
院
名

ｉ
ｌ

氏
名

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

夫
（
厚
）

藤本伊石林

原間違橋

喜
久
雄
（
林
）

清
春
（
林
）

千
代
子
（
林
）

考

　

司
（
林
）

一

　

文
（
協
）

/Ｄ

涼

山

本

高

橋

西佐

田川

俊

　
　

東
（
厚
）

君

　

子
（
厚
）

由
起
一
（
厚
）

　
　

寛
（
厚
）
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【新患者】

野口広子

釧路市

高野アキ

厚岸郡厚岸町

倉品八十治

釧路市

久保敏子

釧路市宮本町

高橋トキ

根室市東梅

成田恒白

釧路市

小山勝男

釧路市掘川町

伊藤喬

釧路市旭町

桜井新一

釧路市

大久保千尋

釧路市

江口豊二

釧路郡釧路町

目黒良子

別海町

高野隆二

釧路市

千田勇

釧路市

沢田尚吾

釧路市

中村ナヲエ

釧路町

杉谷フミ

釧路市

【転院】

大熊捷子(林ヽ･泌)

藤原久雄(市～泌)

藤田典雄(協～泌)

【死亡】

加藤博(泌)

平成２年８月５日

忠利敏(林)

平成2年8月２４日

Ｈ
Ｓ
χ
た
ん
ち
よ
う
１
１

昭
和
四
十
八
年
一
月
十
三
日
９
ｉ
三
権
郵
便
物
翼
可
Ｈ
Ｓ
Ｘ
通
巻
二
こ
二
号
平
成
二
年
十
月
十
日
発
行
毎
月
一
回
十
日
発
行

発
行
・
北
海
道
身
体
障
害
者
包
体
定
期
刊
行
物
協
会
ｉ
ｓ
ｕ
･
釧
路
■
Ｓ
Ｖ
ｉ
≫
友
会

一
部
百
円

９ -
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